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１． 研究計画の概要 
ストレスと妊産婦の健康の関連について

はいくつかの先行研究があるが，そもそもス
トレスとは主観的なものであり，その反応に
は個人差があるため客観的評価が重視され
ている。また，ストレスが妊産婦の生体に及
ぼすメカニズムの詳細については不明な点
も多い。そこで本研究はストレスが妊産褥婦
に及ぼす影響についてさらに追跡するとと
もに，妊娠・出産に関する安全性と快適さの
確保を目指し，「妊産婦のストレスを適切に
評価できる指標の開発」及び「ストレスが高
い女性に対するケア指針の考案」を目指す。 
 
２． 研究の進捗状況 
今年度までの成果として「妊産婦のストレ

スを適切に評価できる指標の開発」について
主に以下 2点の研究成果を得た。 
１）妊婦のストレス状態と妊娠期・産後にお
ける精神的健康の関連 
妊娠前半期・妊娠後半期・産後に Sense of 

Coherence 日本語版（以下 SOC）を含んだ質
問紙調査と，ストレス状態を客観的に評価す
る指標として血清中分泌型免疫グロブリン A
（以下 s-IgA）を測定した。その結果，妊娠
前半期の SOC 低値群や s-IgA 低値群では，そ
れぞれ高値群に比較してうつ得点が高かっ
た（p<0.01，p<0.05）。また，産後 1 か月の
Edinburgh Postnatal Depression Scale
（EPDS）得点に影響する因子として，妊娠前
半期の SOC が抽出され，SOC が低いことと産
後うつの関連が示唆された。 
２） 妊婦のストレス状態と妊娠経過の関連  
妊娠前半期，妊娠後半期に SOC を含んだ質

問紙調査と s-IgA の測定を行い，妊婦の年

齢・出産歴・喫煙状況・過去の流早産の既往，
妊娠前半期のストレス認知度，SOC，s-IgA と
妊娠後半期の妊娠経過（切迫早産）との関連
を多変量解析で分析した。その結果，切迫早
産を予測する因子として，妊娠前半期の SOC
や s-IgA が低いことが抽出された。従って，
妊娠前半期の SOC や s-IgA がその後の妊娠経
過を予測する因子となり得ることが示唆さ
れた。 
 以上の研究成果より，妊娠前半期の SOC や
s-IgA と妊産婦の健康の関連が明らかになっ
たことから，SOC や s-IgA は妊産婦の健康に
影響するストレスを妊娠早期に適切に評価
できる指標と示唆された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
研究実施の遂行状況は，おおむね当初の計
画通りである。また 3年間で得られた研究成
果については，以下に記載のとおり，随時学
会で発表しており，掲載論文もあるため。 
 
４． 今後の研究の推進方策 
今年度までの研究成果で，s-IgA による評
価は客観的評価が可能であるという利点に
反して，臨床における実用性という面では課
題が残された。今後（来年度）は SOC による
ストレス評価の臨床での実用性を明らかに
することを課題とし，「ストレスが高い女性
に対するケア指針の考案」について成果をま
とめる予定である。 
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